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岩手県 軽米地域飼料用米利用協議会

対象畜種

豚

協議会構成員

北栄農産（有）、ＪＡ新いわて北部営農経済センター、
（有）高常商店、本田商店、本田久商店、（株）ウイング
（飼料卸）、軽米町、二戸地方振興局、二戸農業改良普及
センター

供試品種

いわてっこ　　3.5ha
たかねみのり　5.8ha

取組の概要

取組内容

①飼料用米の流通、保管、調製に係る実証調査

◆主食用米との区分を図るため、JAでは、主食用の処
理が済んでからの受入。
◆収穫物はJA及び商系RCに全量集荷。
◆ＪＡ倉庫から粉砕保管工場までの移送は、飼料会社の
手配により確保し実施。

②飼料用米の給与による家畜・畜産物への影響調査
（畜産物の成分分析を含む）

試験設計：配合飼料に5％配合。
肥育豚に対して肥育後期に給与。

調査項目：食い込み、嗜好性、増体等
…対照区と明確な違いは認められなかった。
枝肉格付…対照区と明確な差異は認められな

かった。

脂肪酸分析…試験区は対照区に比べ、飽和脂
肪酸の数値が低下している。

③飼料用米を利用した畜産物の普及活動
軽米町内の全小・中学校で「お米で育てた豚肉学校給

食事業」を実施（3月4日）。児童・生徒らが本取組みで
生産された豚肉で作った「豚丼」を味わい、地域の水田
農業や畜産業に関心を高めた。（事業対象外）

飼料用米生産面積

9.3ha

取組によってわかったこと

１．調製・保管・流通について、次のことがわかりました。

■粉砕・保管、飼料工場までの移送は、破袋等の事故もな
く実施できました。
■生産現場については、異品種混入防止のため、研修会等
を実施し、生産者の共通認識の醸成を図ることが必要。
■一年を通じての供給となると、夏場の保管管理の徹底が
必要だと思われる。（低温倉庫が必要）
■低価格であることから、流通コストの低減が課題であり、
1tフレコン出荷はもちろんのこと、籾出荷が理想となる。
そのために、農薬の使用基準等の早期整備が必要。

2．家畜・畜産物への影響について、次のことがわかりました。

■発育に差はありませんでした。
■食味試験を実施したところ、参加者からは、飼料用米給
与豚がおいしいとの意見が出されました。（循環型農業
のPRによりｲﾒｰｼﾞの向上が図られ、そのために美味しい
と感じた。）
■参加者の中には、従前の豚肉との差異は感じられない。
と言う人のほうが多い。
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3．普及活動について、次のことがわかりました。

■ＪＡ組合員への反響が大きく、認識が広まりました。飼
料用米を給与するという取組の意義（国産飼料であるこ
とや、水田の維持ができること等）から、食味（おいし
いとの評価）に至る、全体の流れについても、非常に高
い関心を得ています。

4．今後の飼料用米の取組予定などについて

■畜産農家として、地域循環型農業への参加、耕種農家の
見識など参考になりました。現実問題として、飼料用米
を飼料に配合し給与することにより豚の生産コストが高
くなるのは事実。国産飼料用米についても、MA米並み
の価格になれば、通年で使用したい。そのためには、耕
種農家への助成について今後も続けて頂きたい。
■今後協議会としての取組量が増加し、通年での出荷が必
要になった場合、夏期の保管体制の確立が必要であるが、
低温倉庫等が地元には無く、その保管を飼料メーカーが
契約する低温倉庫に長期間保管するとなると、飼料用米
の価格より保管料が掛かり増しすることが懸念される。
飼料メーカー、畜産農家に係る飼料コストがこのまま増
加すれば、国産飼料用米の利活用は思ったほど進まない
ものと考えられる。
■平成21年度は、33haに作付拡大し、ブロイラーへの
給与も加えるなど、取組みを拡大する予定です。

ＪＡ新いわて北部営農経済センター米穀園芸課
岩　崎　　実

参考データ・写真等

豚丼給食を味わう軽米小学校児童

ＪＡ倉庫保管状況（農政事務所確認作業）

一時保管倉庫搬入作業状況

粉砕ホッパー投入作業状況

配合飼料工場搬入状況
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